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それから、AI の定義ですが、AI は人工知能の略ですけれども、機械学習が広義の AI とされて
いると思います。機械学習にはいろいろな方法がありまして、その中に統計分析でも使われている













































































































































































この AI を導入して数年で 2割以上も減った。
今朝も私は、AI の犯罪予測地図に従ってパトロールへ向かった。さっそく現場についた。

















































































































































































































































なお、現在の AI はすべて特化型 AI ですが、いつかは汎用 AI ができるという予測もあったり
します。もしそういう汎用 AI ができたときには、機械的不可知性が生活全般に浸透するわけです
ね。どんなときにもそういう汎用 AI が私たちと関わってくるわけです。そうすると、私たちの現
実というものがもうそこで変わってしまうのではないかと思います。いやすでに、特化型であれデ
ィープラーニングが日常生活において私たちと関わり始めた時点で、私たちにとっての現実は、こ
れまでの人間だけで社会的に構築してきた現実とは異なる現実、人間と不可知な AI との相互作用
によって構築される現実へと、すでに変質してしまっているのかもしれません。
これまでの戦後日本社会の時代区分の議論では、「理想」「虚構」「不可能性」という概念は、「現
実」との対比で理論的に抽出された概念でした。しかし本日お話したことから見えてくるのは、そ
の対比の基軸となっている「現実」そのものが、もはやかつての人間だけで構築してきた現実とは
異なるもの、人間と AI との相互作用によって構築されざるをえない現実へと、すでに変質してき
ているのではないか、ということなのです。これはかなり根本的な、社会の変化なのではないかと
考えています。
それではこれで、いったんお話を終わりたいと思います。ご清聴ありがとうございました。
特集 2018年度先端社会研究所先端研セミナー
59
